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１．はじめに
幼稚園教育実習は、子どもと接する機会をあま
り持たずに保育学科に入学してくる学生達にとっ
て、子どもとはどのような存在であるのかを直接
経験から学ぶ、非常に意味深い場である。前研究??
では、本学科で開設している「幼稚園実習?」に
おいて、学生はどのような事柄を学んでいるのか
ということを、「幼児理解」に着目して明らかにし
た。その結果、学生にとって初めての教育実習で
ある「幼稚園実習?」では、子ども理解に関して
基礎的で非常に大切な事柄を学んでいることがわ
かった。
しかしながら、幼稚園教員に求められる専門性
は①幼児理解・総合的に指導する力、②具体的に
保育を構想する力、実践力、③得意分野の育成、
教員集団の一員としての協働性、④特別な教育的
配慮を要する幼児に対応する力、⑤小学校や保育
所との連携を推進する力、⑥保護者及び地域社会
との関係を構築する力、⑦園長など管理職が発揮
するリーダーシップ、⑧人権に対する理解と多岐
にわたる??。これらの専門性は教員養成の過程に
おいても、その基礎を講義・演習・実習を通して
育むことが必要である。
本学科の幼稚園教育実習は２年次、３年次、４
年次にそれぞれ開設されており、２年次の「幼稚
園実習?」と３年次の「幼稚園実習?」は、必修
となっている。「幼稚園実習?」はより質の高い保
育者を養成するために、系列園の協力を得て本学
科の前身である短期大学保育科時代より開設して
いる科目である。保育者の質の向上が求められて
いる現代において、本学科独自に開設している「幼
稚園実習?」、幼稚園教諭免許取得のために必要で
ある「幼稚園実習?」のふたつの実習を必修化し
ている本学科の教育実習の構造は、学生にとって
どのような意味をもつのだろうか。「幼児理解」と
いう視点のみにとどまらず、それぞれの実習でど
のような事柄を学んでいるのかを明らかにするこ
とは、幼稚園教諭に必要とされる専門性の基礎を
もった学生を養成するための大学での授業や指導
のあり方にとって示唆に富むものになると考える。
２．研究目的
2-1 幼稚園教諭免許状と教育実習
教育職員免許法（2008)??では、幼稚園教諭一種
免許状取得のために必要な条件を「学士の学位を
有すること」と「大学において修得することを必
要とする最低単位数は51単位」としている。51単
位の内訳は、教科に関する科目６単位、教職に関
する科目35単位、教科または教職に関する科目
10単位である。またそのうち教職に関する科目に
ついての内訳を、教育職員免許法施行規則
（2008)??では、教職の意義等に関する科目２単位、
教育の基礎理論に関する科目６単位、教育課程及
び指導法に関する科目18単位、生徒指導、教育相
談及び進路指導等に関する科目２単位、総合演習
２単位、教育実習５単位としている。以上のよう
に幼稚園教諭一種免許状を取得するために必要な
教育実習の単位数は５単位である。この５単位に
ついては「教育実習の単位数には、教育実習に係
る事前及び事後の指導（授与を受けようとする普
通免許状に係る学校以外の学校、専修学校、社会
教育に関する施設、社会福祉施設、児童自立支援
施設及びボランティア団体における教育実習に準
ずる経験を含むことができる。）の一単位を含むも
のとする」??とあるように、実習の事前・事後指導
をその中に含むものとしている。
2-2 本学科における幼稚園教育実習の構造
本学科における幼稚園教育実習に関する科目は、
２年次に本学と法人を共にする幼稚園での通年実
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習（２単位）、３年次に３週間の学外実習（３単
位）、４年次には２週間の学外実習（２単位）が開
設されている。２年次の「幼稚園実習?」と３年
次の「幼稚園実習?」は必修化されており、４年
次の「幼稚園実習?」は選択科目である。この３
つの実習に加え、２年次に通年で「幼稚園実習指
導?」（１単位）、３年次前期に「幼稚園実習指導
?」（１単位）が事前・事後指導として必修化され
ている。
「幼稚園実習?」の特徴は、各クラス７～８名の
配属のもとで行われるグループ実習であること、
各学生が前期３回、後期３回、計６回の実習を通
年で経験すること、実習先である幼稚園が本学と
同様カトリックの理念に基づいた教育を行ってい
ること、またモンテッソーリ教育を導入しており、
縦割りクラスで子どもが自由に活動を選ぶ時間が
中心の保育を行っているため、３～５歳の子ども
と１対１で接する機会が多分にあることなどであ
る。実習は初回の見学実習ののち、他５回は園の
１日の流れに保育者として参加しながら子ども達
と接する機会を持つ参加実習の形態をとり、帰り
の集会において前期は手遊びや絵本の読み聞かせ
などの設定保育、後期にはゲームや製作などの設
定保育を行うという流れとなっている。個々の学
生が子どもとのかかわりの中でさまざまな学びを
得ること、各グループで設定保育の指導案を作成、
実施を経験することがこの実習の主な内容となっ
ている。
「幼稚園実習?」は学生の選択に基づき実習園が
決定され、それぞれの園の指導のもと、３週間の
実習を行っている。園によっての違いはあるもの
の、配属クラスを固定した形での参加実習を中心
とし、数回の部分実習と１～２回程度の責任実習
を経験する学生が多い。
「幼稚園実習?」は４年次に選択課目として開設
されており、「幼稚園実習?」「幼稚園実習?」の
内容に加え、学生が研究テーマを持ち、それを２
週間の実習期間中に追究することを目的として行
なっている。４年次開講ということもあり、履修
者は非常に少ない。
以上のように、本学科で必修化されている幼稚
園教育実習にかかわる単位数は、事前・事後指導
を含め、７単位となっており、教育職員免許施行
規則において幼稚園教諭一種免許状取得のために
必要とされている単位数より２単位多く履修する
ことになっている。学外実習に出る前に、「幼稚園
実習?」を通年で開設していることが本学科の幼
稚園教育実習の構造的な特徴である。
2-3 研究課題
幼稚園教諭を目指す学生にとって教育実習は、
保育の現場でおこる様々な事柄を、身をもって体
験することができる非常に意味のある場である。
また日常の生活では子どもと触れ合う機会がほと
んどない学生が多くなっている現代において、実
習は子どもと毎日を過ごし、子どもから様々な事
柄を学ぶ貴重な時間である。先に示したとおり、
本学科では学外実習の前に、系列園での実習を
行っている。学生にとってこの構造は、子どもと
触れ合う経験を重ねるといった点において、非常
に有益な構造であると思われる。しかしながら、
真に学生に有益となる構造であると位置づけるた
めには、それぞれの教育実習において学生がどの
ような学びを得ているのか、またその学びに違い
はあるのか、さらには学びにどのような流れがあ
るのかという現状を把握することが必要である。
その現状を把握した上で、本学科が独自に行って
いる「幼稚園実習?」の在り方を検討していくこ
とが、学生にとって真に有益な学びの場の提供に
つながると思われる。
そこで本研究は、２年次開講の「幼稚園実習?」
と３年次開講の「幼稚園実習?」において、学生
が何を学んでいるのか、２つの教育実習の学びに
は違いがあるのか、また学びの流れはどのように
なっているのかを明らかにすることを目的として
行う。
３．研究方法
3-1 2005年度生の教育実習の概要
ふたつの実習の学びの内容とその違いを明らか
にするために、本研究では2005年度生の「幼稚園
実習?」と「幼稚園実習?」における学びの内容
を対象とした。
2005年度生の「幼稚園実習?」は２年次である
2006年度に通年で開講され、2006年４月～12月
の間に84名が教育実習を行った。学生はABCD
の４つのグループに分かれ、それぞれのクラスに
６～７名が配属された。
「幼稚園実習?」は2007年度後期に開講され、
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2007年８月20日～９月14日のうちの３週間、81
名が教育実習を行った。実習先と配属人数は、札
幌市公立幼稚園に７名、札幌市内私立幼稚園に49
名、札幌市外公立幼稚園に２名、札幌市外私立幼
稚園に23名であった。
3-2 研究方法
それぞれの実習の学びの内容を読み取るために、
本研究では、実習後に学生に課題として提示した
「実習ふりかえりシート」の記述内容のうち、「実
習で学んだことは何か」に対する自由記述回答を
分析した。
「実習ふりかえりシート」は、「幼稚園実習?」
の事後指導である2006年12月22日、「幼稚園実
習?」の事後指導である2007年10月10日にそれ
ぞれ配布し、40分程度で記入してもらった。回収
したシートのうち、両シートを提出した73名分、
146枚を分析対象とした。
分析は、記入された自由記述回答から学びの要
素と思われる言葉や短文を抜き出し、内容が同じ
ものをまとめて10項目に分類した。さらに、分類
した10項目に対する「幼稚園実習?」と「幼稚園
実習?」における記述数をカウントし、それぞれ
の項目の記述頻度、記述内容の比較を行った。
４．結果
4-1 記述内容の分類と記述頻度の比較
「学んだことは何か」の質問に対し、「幼稚園実
習?」では214個の記述があり、「幼稚園実習?」
では271個の記述があった。10項目の分類項目は
以下のとおりである。
１．保育者に必要な資質に関すること
２．子どもへの接し方に関すること
３．子ども理解に関すること
４．保育技術・方法・内容に関すること
５．教材準備に関すること
６．指導案・実習日誌に関すること
７．家庭や保護者に関すること
８．自己理解に関すること
９．グループ活動に関すること
10．保育という仕事への理解に関すること
それぞれの実習における各項目の記述頻度は図
表１に示すとおりである。
「幼稚園実習?」と「幼稚園実習?」における各
項目の記述頻度を比較すると、両実習において「保
育の技術・方法・内容に関すること」の記述頻度
が一番高い。どちらの実習においても、学生が一
番学ぶことができたと感じた事柄は、保育を具体
的にどのように進めるのか、進める際にどのよう
な方法をとるのか、どのような内容が適している
のかということであることがわかる。
しかしながら、次に記述頻度が高い項目を見る
と、学生の多くが初めて子どもと本格的に接する
こととなる「幼稚園実習?」では、子どもとはど
のような存在であるのかという「幼児理解に関す
ること」であり、「幼稚園実習?」では、子どもに
接する場合にどのような姿勢が必要であるかなど
の「子どもへの接し方」であった。
また、特徴的であるのは、「幼稚園実習?」では
「家庭や保護者に関すること」の記述が全く見られ
ないのに対し、「幼稚園実習?」ではその記述が見
られたことである。
「幼稚園実習?」は、「幼稚園実習?」を経験し
たあとであり、さらに保育所での20日間の実習を
すでに終えたあとの実習であることから、子ども
とはどのような存在であるのかということを、あ
る程度理解した上で実習に臨んでいると考えられ
る。そのため、子ども理解に関する項目に対する
図表１ 幼稚園実習?と幼稚園実習?における各項
目の記述頻度の比較
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記述頻度はさほど高くなく、代わりに子どもと接
する場合、どのような姿勢が必要なのかなど、保
育の技術に近い内容、家庭や保護者との関係性の
あり方などの記述頻度が高くなっていると推察さ
れる。なお、「幼稚園実習?」においては、「グルー
プ活動に関すること」についての記述が見られた
ことも、大きな特徴である。
4-2 記述内容の比較
次に、10項目に対する「幼稚園実習?」と「幼
稚園実習?」の記述内容を比較する。それぞれの
主な記述内容は図表２のとおりである。
「保育者に必要な資質」に関する記述内容を比較
すると、「幼稚園実習?」においては、「細かい気
遣い」「臨機応変さ」「予測する力」「計画性」な
ど、子どもと接する上では緻密な計画を立て、そ
れを実行するための細かな配慮ができることが保
育者に必要な資質として理解されている様子が伺
われる。それに対し「幼稚園実習?」においては、
「積極性」「広い視野」「表現力」「体力」など、ク
ラス担任として、ひとりでクラスを運営する際に
必要と思われる資質に関する内容が多い。「幼稚園
実習?」では、子どもひとりひとりにあった対応
をしていく際に保育者に根本的に必要とされる資
質について学び、「幼稚園実習?」においては、ク
ラス担任として保育者に必要とされる資質につい
て学んでいる様子を見ることができる。
「子どもへの接し方」に関しては、「幼稚園実習
図表２ 幼稚園実習?と幼稚園実習?における各項目の内容比較
分類項目 幼稚園実習? 幼稚園実習?
１．保育者に必要な資質 細かい気遣い 臨機応変さ
頭の回転 予想する力
計画性 根気
積極性 広い視野 表現力
ユーモア コニュニケーション能力
体力 柔軟性
２．子どもへの接し方 真剣に向き合う ひとりひとりを見る
信頼関係を築く 見守る大切さ
自信をもつ 子どもをよく理解する
子ども中心・尊重
ひとりひとりに想いをもつ
一緒に身体を動かす
子どもの心に寄り添う 見守る大切さ
長いスパンで見る 安全管理をしながら
３．子ども理解 成長の仕方・発達段階
まわりをよく観察している
お世話好き 多面性がある
成長・発達について
大人の助けとなる存在
対応の難しい子 敏感さ
預かり保育利用児とそうでない子の違い
４．保育技術･方法･内容 援助の仕方 言葉かけの仕方
けんかの対処 集中のさせ方
怪我への対応 活動展開の難しさ
異年齢保育への対応
言葉かけの仕方 トラブル対処
手遊びの活用法 行事の持ち方
注目のさせ方 注意の仕方
ピアノなどへの留意点 障害児への対応
時間を意識した活動展開の必要性
５．教材準備 画用紙の裏表を使い分けること
子どもに適した教材とは
教材を丁寧に準備する
教材の大きさを考慮すること
心をこめて準備する大切さ
教材の適量を考える大切さ
６．指導案・実習日誌 指導案・日誌の書き方 指導案・日誌の書き方とその重要性
７．家庭や保護者 記述なし かかわりのあり方 連携の重要性
親子関係の子どもへの影響
８．自己理解 自分に足りないもの
発達に関する勉強不足
子どもは何が好きかを学ぶ必要性
子どもが好き 自分らしさが大切
自分を知る
９．グループ活動 協力の大切さ 協力の難しさ
話し合いの重要性 他人の良い面
記述なし
10．保育という仕事への
理解
保育の大切さ 保育の奥深さ
掃除の重要性
保育という仕事の楽しさ・大変さ
仕事の多さ 職場の人間関係
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?」「幼稚園実習?」の両方において、子どもをひ
とりの人間として尊重するという基本的姿勢が必
要であるという記述が見られる。その中にあって
も「幼稚園実習?」に対する記述内容には、「子ど
もを長いスパンで見る」「安全管理の重要性」など
が見られることから、「幼稚園実習?」では、「保
育者に必要な資質」と同様に、クラス担任として
のひとりひとりの子どもに対して長いスパンでの
見通しをもつ必要性や広い視野をもって子ども達
と接することへの必要性を学んでいることがわか
る。
「子ども理解」に関しては、記述数に違いはあっ
たものの、内容については大きな違いは見られな
かった。しかしながら「幼稚園実習?」に対する
記述の中に「預かり保育利用児とそうでない子ど
もの違い」などの記述があるように、「幼稚園実習
?」では、教育課程に係わる教育時間の終了後に
行う教育活動における子どもの様子からも学びを
得ていることがわかる。
「保育技術・方法・内容」に関しては、「幼稚園
実習?」においては、「援助の仕方」「言葉かけの
仕方」「集中のさせ方」など、抽象的な記述内容が
多い。「幼稚園実習?」では、それに加え「手遊び
の活用法」「ピアノ演奏への留意点」「行事の持ち
方」など、より具体的な内容が含まれている。ま
た「時間を意識した活動展開の必要性」という記
述内容も特徴的である。「幼稚園実習?」では、部
分実習や責任実習などの設定保育を任される場面
も多く、それに対応する技術や生活時間を意識し
た保育の必要性など、クラス運営をするという立
場を経験することから学ぶことが多いということ
がわかる。
「教材」に関しては、両実習ともに「心を込めて
準備する」という共通記述が見られた。それぞれ
の内容に関しては、大きな違いは見られなかった。
「指導案・日誌」に関しては、両実習ともに「書
き方を学んだ」という記述があったが、「幼稚園実
習?」においては、「指導案や日誌の重要性」に関
する記述が見られた。日々の保育を行う上で、計
画・実施・反省は不可欠であるが、「幼稚園実習?」
においては指導案作成や日誌の記述から、そのこ
とが非常に大きな意味をもつことを学ぶようであ
る。
「家庭や保護者」に関しては、前述したとおり、
「幼稚園実習?」では記述は見られなかった。「幼
稚園実習?」では、「保護者とのかかわりの在り方」
「保護者との連携の重要性」などの記述が見られた
ことから、保育を行う上では、子どもだけに視点
を合わせるのではなく、その背後にある家族の状
況を把握し、保護者と一緒に子どもの成長・発達
を援助していく姿勢が必要であることを学んでい
る。
「自己理解」に関しては、「幼稚園実習?」にお
いては、「自分に足りないものが何なのかわかっ
た」「勉強不足」などの記述内容が見られたのに対
し、「幼稚園実習?」では、「子どもが好き」「自分
を知ることができた」「自分なりの保育観を意識し
た」などの記述が見られた。「幼稚園実習?」で
は、自分の力のなさを自覚し、「幼稚園実習?」に
おいては、自分の意識がどのようなものであるか
という、より広い視点での自己理解をしている様
子が見られる。
「グループ活動」に関することは、個々の実習先
で実習する「幼稚園実習?」に関しての記述はな
い。「幼稚園実習?」においては、保育に関するこ
とだけではなく、指導計画の立案・実施などを通
してグループ活動を行ったことでの学びもあった
ということである。
最後に「保育という仕事への理解」に関しては、
両実習ともに、保育という仕事の奥深さや楽しさ、
大変さを学んだ様子が伺われる。それに加え、「幼
稚園実習?」では、幼稚園教諭の仕事が多岐にわ
たっていることや職場での人間関係など、幼稚園
教諭として働く際についてまわる現実を学ぶこと
になるようである。
５．考察
「幼稚園実習?」と「幼稚園実習?」において、
学生たちはどのような学びを得ているのかという
ことを、分類した項目に対する記述頻度の比較、
記述内容の比較から見てきた。その結果、多くの
学生が初めて子どもと本格的に接することとなる
「幼稚園実習?」では、子どもとはどのような存在
なのか、保育者としてどのような気持ちをもって
子どもに接するべきかなど、保育を行う上で基本
となる事柄を学んでいることがわかった。その学
びの上で、「幼稚園実習?」では、保育者はクラス
担任としてクラスを運営しなくてはならない存在
であること、そのために必要な技術や態度はどの
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ようなものであるかということ、また保護者との
連携や教育課程に係わる教育時間の終了後に行う
教育活動、いわゆる預かり保育に関することなど、
保育の仕事をより広く学んでいることも明らかと
なった。以上のように、「幼稚園実習?」から「幼
稚園実習?」への流れは、基本からより広い細部
の学びへと移行しているということができるので
はないだろうか。
「幼稚園実習?」の目的は「子どもと接すること
により、幼児理解を深めることを目的とし、幼稚
園での保育がどのように行われ、子ども達がどの
ような生活をしているかを、観察すること・指導
計画を立て実際に子ども達と一緒に活動してみる
ことを通して、幼児期の子どもの特徴を理解し、
それに即した保育のあり方を考える力をつけたい。
実習ではグループ活動が多くなるため、グループ
内の協力体制をつくることも重要な学びにな
る」??としている。また「幼稚園実習?」の目的
は、「幼稚園実習?をふまえ、さらに子ども理解を
深めるとともに、幼稚園の環境や１日の生活の流
れを理解し、保育者の仕事について学ぶ。観察、
指導計画の立案、指導計画の実施を通して、保育
者に必要な力が何であるかをいうことを知る。３
週間継続して同じ園で生活することによって、幼
稚園実習?では学ぶことができなかった、子ども
や園の職員との関係性の結び方や、長期的な保育
計画のあり方などを考える機会になることを期待
する」??としている。「幼稚園実習?」と「幼稚園実
習?」における学びの比較からは、両実習の目的
はある程度達成されていることがわかる。しかし
ながら、今後、保育者に求められる専門性の高さ
などを考えると、養成の段階で保育における基本
をしっかりと身につけることと、その基本を身に
つけた上で、さまざまな場面に対して応用してい
く力をつける必要性を感じる。
保育学科に入学してくる学生は、子どもが好き
で子どもに興味がある学生がほとんどであるが、
入学前に子どもと接する経験がごく少ないことも
事実である。「幼稚園実習?」で子どもと接する機
会を得、基礎を学び、その基礎をもとに「幼稚園
実習?」を履修するという構造は、そのような学
生たちにとっては有益なものである。「幼稚園実習
?」は、本学科の特徴でもある科目である。この
実習を、基礎を学ぶ場としてしっかりと位置づけ、
内容や指導法を再検討すること、そしてその基礎
をさまざまな場面に応用していく力をつけるため
の講義・演習のあり方を模索していく必要がある。
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